
【もっと人との関りを】  

校長  乙幡  英剛  

先日、 KDDI 情報モラル講座より、講師の先生を招いて、

「セーフティ教室」を実施しました。情報モラルに関わる

３本の動画を見て、生徒が互いに意見を出し合う、という

形式でした。多くの生徒は、真剣に参加していました。  

ネット被害、ネット依存、見知らぬ人との出会い等の

SNS トラブルは (1)外部からは全体像が見えにくい  (2) 匿

名性が高い、という点から犯罪の被害者や加害者になって

しまうことがあります。動画の中で犯罪に巻き込まれた主人公にマスコミの記者が「（理  

由はどうあれ）実際にやった（行動した）のはあなたですよね！？」と迫るシーンが印象

的でした。このように適切な判断をする経験の浅い場合は、保護者とのコミュニケーショ

ンや「家庭のルール」が必要です。  

皆さんの授業後の振り返りの中から、感想を引用します。  

 先日、クラス写真を撮影した際に、カメラマンの方が「写真写りが良くなるコツ」と  

して「姿勢・服装・歩き方」をあげていました。「写真写りになぜ歩き方が？」と思う  

人がいるかも知れません。これは「普段の身のこなし（行動）」が写真に表れるのだ  

そうです。これに倣うなら「トラブルに気を付ける」と言うよりも、そもそも「トラブ  

ルに巻き込まれない」ことが大切なのかも知れません。  

さて、いよいよ体育大会ですね。クラスで協力して（人と関わって）、昨年の３年生を  

超えるような感動的なシーンが見られることを楽しみにしています。（「朝礼」 5/11）  
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・私は今回の授業をとおして、 SNSやスマートフォンのルールや決まりを見直すことができま

した。前までは「みんながやっているから」等と言って新しいアプリをインストールしても

らっていました。でも「みんな」ではなく「自分」のこととして考え、「本当に自分はこの

アプリ（グループライン）が必要なのか」と冷静に考え直したいと思います。（１年生）  

・便利なスマートフォンも使い方を間違えたり、よく考えずに使ったりすると、「一生消え

ない傷」をつくってしまうことを今回のセーフティ教室で学びました。（３年生）  

・今回のセーフティ教室をとおして思ったことは、人に迷惑をかけると、絶対に自分に返っ

てくるから、絶対に自分はやらない、ということです。こういうことで困っている人がいた

ら助けたい。（２年生）  

・私はスマホを小４の冬から持っていて、その時からずっとスクリーンタイムの制限やファ

ミリー設定がされていたけど、その理由が分かった気がする。これから高校生になって SNSを

使うことが多くなるので、その時は、今回の話を思い出し「 SNSの投稿は誰でも見れる」とい

う意識をもちたいと思った。そして中学生という時代をスマホばかり使わずに、もっと人と

の関りを楽しんでいきたいと思った。（２年生）  

・スマホやインターネットの使い方をもう一度見直し、家族や友達と過ごす時間をもっと大

切にしようと思った。（１年生）  



 

 

 

「学校公開」には、 279名の方にご来場いただきました。「保護者アンケート」（ 4/18）に

は 59件の回答をいただきました。ありがとうございました。  

・国語の授業、ペンの持ち方正しくと指導していたが中学生という段階を踏まえれば、ペン

の持ち方などの形式に固執する必要はないと考えております。むしろ、限られた時間内で自

分が理解できる内容を書き留められるかといった、実用的な習得度を重視すべきではないか

と思う。  

・先生方が常に明るく子供達の様子を伺いながら声掛けして下さっていたので、とても安心

感がありました。授業が一方的ではなく、周りの席の子供同士で課題を実践することで交流

することができ、楽しんでいる様子が伺えました。今後ともよろしくお願いいたします。  

・ひとクラスの人数が増えたものの、みんな落ち着いて授業を受けていたので安心しまし

た。先生の発音が良く、英語の授業も楽しく学べて良いなと思いました。  

・生徒達は、集中して授業を受けていたと思います。国語の文法の授業で、とてもわかりや

すく説明してくださっていました。  

〇今年度よりワークが会計済んでからとのことですが、ワークが配られるのが遅くなり、塾

からも大事なワークがまだ配られないのは何故かと聞かれました。他校はすでに配られてい

るとのことです。家庭学習や復習で使うので、ここでスタートも遅くなり、学力低下にも繋

がるので、出来るだけ早めに配っていただけませんでしょうか。来年度はもう少し新学期に

間に合うようにもご検討いただけるとありがたいです。  

〇保護者のネームタグ等もなく、外門や校舎を開放していて、防犯上少し不安になりました。

最近、色々な事件がある世の中なので……。  

【お答えします】  

〇教材費の納入の時期につき、ご理解をいただき、ありがとうございます。ワークブック等  

を配布する時期につきましては、各機関に確認の上、より早く配布できますように検討して

参ります。  

〇学校公開等における安全管理については、重要な課題だと考えます。今後は、外門や校舎昇

降口の開閉について徹底してまいります。また保護者・教職員のネームタグの着用につき、各

機関と確認してまいります。  

松尾  光春様   緑ヶ丘自治会長  

下田  和弘様   自治会連合会第 11 ブロック長  

髙橋  靖和様   自治会連合会第 12 ブロック長  

中島  誠司様  補導連絡会拝中地区委員長  

小髙  絵里様   拝島中学校 PTA 会長  

島田  功一郎様東京都立拝島高校校長  

定森  夏子様  昭島市立瑞雲中学校校長  

堀田  典子様  昭島市立多摩辺中学校校長  

乙幡  英剛    本校校長  

皆川  弘樹   本校副校長  

   ※任期は、令和９年３月３１日までです。  

１日（月）朝礼  ふれあい月間  安全指導   

３日（水）耳鼻科検診  

５日（金）教育実習終  

８日（月）生徒会朝礼  

１６日（火）期末考査  ～１８日（木）  

１９日（金）復習テスト（３年）  

      歯科検診（２年）  

２２日（月）歯科検診（３年） 

２３日（火）歯科検診（１年） 

２９日（月）朝礼  

                               

【「学校公開  保護者アンケート」から】  


